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注意：逆正弦関数 Sin−1x および 逆余弦関数 Cos−1x は, それぞれ, arcsinx および arccos x と書いてもよい。

1 下記の小問に示した関数 f(x) の１次導関数 (１階導関数)を求めよ。(30点)

(1) f(x) = x log x
x+1 (2) f(x) = Sin−1

√
1 − x2 (3) f(x) =(sin x)tan x

2 sin
(
Cos−1 1

2 + Sin−1 1
5

)
の値を求めよ。(10点)
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3 lim
x→0

log(1−x) + sin x− cos x +1
x3 を求めよ。(10点)

4 関数 f(x) = exp
(
−x

2

)
の, x = 0の近傍での xの３次までのテーラー展開を求めよ。剰余項は R4と記せ。(10点)
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5 f(x) = ex cos x, gn(x) = 2n/2ex cos
(
x + nπ

4

)
とし , f (n)を f の n次（階）導関数とするとき,ゼロ以上の

任意の整数 n について f (n)(x) = gn(x) が成立することを証明せよ。 　(15点)
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6 2変数関数 f(x, y) = 1 + 2x + 3y + 4x5y3 について以下の小問に答えよ。 　(15点)

(1) 曲面 z = f(x, y)の, 点 x = 1, y = −1, z = −4 における接平面の方程式を求めよ。

(2) f の２次 (階)の偏導関数 fxx, fxy, fyy を求めよ。

7 z = f(x, y), u = 2x + 3y, v = 5x + 7y のとき, zu, zv を zx, zy を用いて表せ。 　ただし , zx = ∂
∂xf(x, y),

zy = ∂
∂y f(x, y) であり, また, zを x,yを使わずに u, vだけで表してから uで偏微分した結果が zuであり, vで偏微分し

た結果が zvである。(10点)










